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一
八
七
二
年
二
月
四
日
（
明
治
四
年
―
二
月
二
六
日
）
、
岩
倉
使
節
団
の
一
行
が
汽
車
か
ら
降
り
た
と
き
、
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ

テ
ィ
ー
は
雪
に
埋
も
れ
て
い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
上
陸
し
た
一
行
は
、
大
雪
の
た
め
に
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ト
で
東
に

向
か
う
事
が
不
可
能
に
な
り
、

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
と
シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
に
挟
ま
れ
た
こ
の
町
で
一
八
日
間
の
足
止
め
を
食
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
二
日
後
の
二
月
六
日
、
一
行
は
劇
場
に
招
か
れ
、
『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
」
（
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
）
と
い

う
メ
ロ
ド
ラ
マ
を
観
劇
し
た
。
新
聞
の
広
告
に
よ
れ
ば
劇
の
見
せ
場
の
一
っ
は
、
”
特
急
列
車
が
あ
わ
や
木
っ
端
微
塵
に
な
る
と
こ

ろ
を
奇
跡
的
に
救
わ
れ
る
“
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

一
八
七
九
年
（
明
治
―
二
年
）
九
月
一
日
、
東
京
、
新
富
座
で
河
竹
黙
阿
弥
（
当
時
は
新
七
）
の
新
作
『
漂
流
奇
課
西
洋
劇
」
が

幕
を
開
け
た
。
九
代
目
市
川
団
十
郎
扮
す
る
主
人
公
の
漁
師
清
水
の
三
保
蔵
と
そ
の
父
五
左
衛
門
が
太
平
洋
沖
で
遭
難
、
三
保
蔵
は

蒸
気
船
に
助
け
ら
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
銀
難
辛
苦
の
末
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
で
父
と
再
会
す
る
ま
で
を
五
幕
に
仕
立
て
た
歌
舞
伎

で
あ
り
、
オ
ペ
ラ
座
で
の
劇
中
劇
と
し
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
オ
ペ
ラ
カ
ン
バ
ニ
ー
を
名
乗
る
歌
劇
団
に
よ
る
オ
ッ
フ

ェ
ン
バ
ッ
ハ
、
ル
コ
ッ
ク
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
ー
の
オ
ペ
ラ
ブ
ッ
フ
ァ
の
上
演
が
話
題
を
呼
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
”
西

洋
劇
“
以
外
の
こ
の
作
品
の
新
趣
向
と
し
て
は
、
舞
台
に
蒸
気
船
、
汽
車
、
電
報
と
い
う
、
当
時
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
登
場

『
漂
流
奇
諏
西
洋
劇
』

と

堤

『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
』

春

恵

明
治
初
期
の
歌
舞
伎
は
西
洋
演
劇
と
出
会
っ
た
の
か
？
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し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
幕
目
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
領
事
の
秋
津
か
ら
義
妹
の
若
葉
を
託
さ
れ
、
汽
車
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
三
保
蔵
は

II

米
国
の
原
野
II

で
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
一
団
に
襲
わ
れ
た
。
汽
車
は
舞
台
上
で
転
覆
し
、
客

車
の
屋
根
を
こ
わ
し
て
脱
出
し
た
一
二
保
蔵
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
打
ち
倒
さ
れ
て
人
事
不
省
に
な
り
、
若
葉
は
酋
長
に
誘
拐
さ
れ
る
。

走
る
汽
車
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
た
の
は
こ
の
作
品
が
歌
舞
伎
上
演
史
上
終
わ
り
初
物
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
し
て
こ
の
趣
向

は
お
そ
ら
く
岩
倉
使
節
団
が
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
で
見
た
『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
」
に
想
を
得
た
可
能
性
が
大
き
い
。

破
天
荒
な
西
洋
風
歌
舞
伎
と
し
て
話
題
を
集
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
興
行
的
に
は
大
失
敗
に
終
わ
り
、
新
富
座
と
興
行
師
―
二
代

目
守
田
勘
弥
没
落
の
端
緒
と
な
っ
た
事
で
『
漂
流
奇
讀
西
洋
劇
」
は
演
劇
史
に
名
を
残
し
て
い
る
。
近
年
、
河
竹
登
志
夫
著
『
「
漂

流
奇
讀
西
洋
劇
」
考
」
や
小
櫃
万
津
男
著
「
日
本
新
劇
理
念
史
」
に
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
、
こ
の
作
品
の
ユ
ニ
ー
ク
な
成
立
や
上
演

状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
来
た
。
た
だ
こ
の
作
品
に
お
け
る
一
九
世
紀
西
洋
演
劇
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
影
響
に
つ

い
て
は
ま
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
太
平
洋
を
へ
だ
て
た
一
九
世
紀
の
歌
舞
伎
と
ア
メ
リ
カ
演
劇
の
間
を
結
び
つ
け
た

の
は
、
岩
倉
使
節
団
の
団
員
に
よ
る
豊
富
な
観
劇
体
験
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
漂
流
奇
謁
西
洋
劇
」
と
岩
倉
使
節
団
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
『
「
漂
流
奇
讀
西
洋
劇
」
考
」
の
中
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

(
8
)
 

の
作
品
の
台
本
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
歌
舞
伎
新
報
」
『
劇
場
新
報
」
に
筋
書
き
が
連
載
さ
れ
、
「
続
々
歌
舞
伎

年
代
記
』
に
も
粗
筋
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
シ
ノ
プ
シ
ス
は
『
「
漂
流
奇
謙
西
洋
劇
」
考
』
に
譲
る
が
、
一
幕
目
に
太
平
洋

上
で
の
遭
難
を
見
せ
、
二
幕
目
で
は
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
経
て
砂
漠
の
原
野
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
襲

撃
シ
ー
ン
に
至
り
、
三
幕
目
で
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
を
経
て
四
幕
目
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
渡
り
大
詰
め
を
迎
え
る
、
と
い
う
芝

居
の
構
成
か
ら
も
、
岩
倉
使
節
団
と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。
使
節
団
の
行
程
も
、
太
平
洋
を
船
で
越
え
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
を

汽
車
で
西
か
ら
東
に
横
断
し
、
東
海
岸
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
至
る
ル
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
領
事
秋
津
の
義
妹
若
葉
は
女
学
校
に
入
学
す
る
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
も
む
く
の
だ
が
、
こ
の
女
性
の
モ
デ
ル
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と
な
っ
た
の
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
岩
倉
使
節
団
に
同
行
し
、
作
品
の
上
演
当
時
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
女
子
大
に
在
学
し
て
い
た
女
子
留
学

生
、
山
川
捨
松
、
永
井
繁
子
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
年
少
の
津
田
梅
子
は
当
時
ま
だ
高
校
に
在
学
し
て
い
た
）
。

「
漂
流
奇
謙
西
洋
劇
」
と
岩
倉
使
節
団
を
結
ぶ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
大
蔵
省
出
仕
の
一
等
書
記
官
と
し
て
岩
倉
使
節
団
に
参
加
し
、

帰
国
後
に
大
蔵
省
を
辞
し
て
東
京
日
日
新
聞
を
発
行
し
て
い
た
日
報
社
に
入
社
、
主
筆
兼
社
長
と
な
っ
た
福
地
桜
痴
で
あ
ろ
う
。
こ

の
時
代
の
日
本
で
、
桜
痴
が
西
洋
演
劇
の
知
識
に
お
い
て
の
第
一
人
者
だ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
否
め
な
い
。
当
時
の
欧
米
に
は
海
外
か

ら
の
賓
客
を
劇
場
に
招
待
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
徳
川
幕
府
と
明
治
政
府
が
西
洋
に
派
遣
し
た
使
節
の
通
訳
と
し
て
四
回
に
わ
た
っ

て
西
洋
を
訪
れ
た
桜
痴
は
、
普
通
の
日
本
人
に
は
与
え
ら
れ
な
い
数
多
く
の
観
劇
体
験
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
長
崎
の
医
者
の
家

に
生
ま
れ
た
桜
痴
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
一
九
歳
で
幕
府
に
仕
官
、
英
語
も
身
に
つ
け
て
一
八
六
一
年
の
竹
内
使
節
、
一
八
六
五
年

(10) 

の
柴
田
使
節
の
通
訳
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ
れ
た
。
桜
痴
が
後
年
榎
本
虎
彦
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
西
洋
演
劇
の
面

白
さ
に
目
覚
め
た
の
は
竹
内
使
節
の
一
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
歴
訪

し
た
時
だ
っ
た
。
使
節
一
行
は
各
国
の
首
都
で
劇
場
に
招
か
れ
る
の
だ
が
、
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
退
屈
し
て
居
眠
り
を
す
る

事
が
多
く
、
業
を
煮
や
し
た
接
待
役
が
通
訳
の
桜
痴
に
劇
の
梗
概
を
教
え
、
桜
痴
が
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
て
一
行
に
あ
ら
か
じ
め

(11) 

説
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桜
痴
は
そ
の
う
ち
自
分
で
脚
本
を
読
む
よ
う
に
な
り
、
柴
田
使
節
の
一
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ

(12) 

ス
に
渡
っ
た
時
に
も
同
じ
よ
う
に
芝
居
を
読
み
、
上
演
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
明
治
維
新
の
あ
と
野
に
下
っ
て
い
た
桜
痴
は
伊
藤
博

文
に
見
出
さ
れ
て
大
蔵
省
に
入
り
、
す
ぐ
に
伊
藤
に
同
行
し
て
貨
幣
制
度
研
究
の
た
め
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
い
る
。
こ
の
時
も
ワ
シ

ン
ト
ン
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
回
り
な
が
ら
芝
居
を
見
て
歩
い
た
ら
し
く
、
榎
本
に
”
ゆ
く
さ
き
ざ
き
で
芝
居

(13) 

を
見
た
“
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
八
七
一
年
―
二
月
に
日
本
を
出
発
し
、
世
界
各
国
を
歴
訪
し
た
岩
倉
使
節
団
も
ま
た
、
各
地

で
劇
場
に
招
待
さ
れ
た
。

(14) 

『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
」
に
よ
れ
ば
、
『
漂
流
奇
諏
西
洋
劇
」
に
材
料
を
提
供
し
た
人
物
は
”
洋
行
帰
り
の
学
者
“
と
呼
ば
れ
桜
痴
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ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
で
「
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
J

を
観
劇
し
た
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
二
人
の
女
子
留
学
生
を

含
む
約
四
十
人
。
福
地
桜
痴
の
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
無
類
の
芝
居
好
き
の
彼
が
こ
の
機
会
を
逃
し
た
と
考
え
る
の
は
む

(18)

（

19) 

し
ろ
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
現
地
の
新
聞
に
は
日
本
人
の
一
行
の
観
劇
の
予
定
が
喧
伝
さ
れ
、
劇
場
内
部
は
ア
メ
リ
カ
の
国
旗
と
日
章

(20) 
旗
と
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
岩
倉
使
節
団
が
世
界
を
回
っ
て
い
た
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
七
二
年
は
、

世
界
演
劇
史
の
上
で
は
、
近
代
劇
誕
生
の
直
前
の
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
事
で
あ
る
。
近
代
劇
誕
生
の
一
っ
の
指
標
は
一
八
七
九
年

に
書
か
れ
た
イ
ブ
セ
ン
の
『
人
形
の
家
」
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
一
八
七
十
年
代
の
西
洋
で
は
豪
華
な
装
置
と
ス
ペ
ク

思
う
。

の
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
同
じ
年
の
二
月
に
上
演
さ
れ
た
同
じ
く
黙
阿
弥
作
の
『
人
間
万
事
金
世
中
」
の
語
り
が
桜
痴
を
翻

訳
者
と
し
て
名
指
し
て
い
る
の
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
桜
痴
の
名
前
が
出
て
い
な
い
の
は
、
社
会
的
エ
リ
ー

ト
で
あ
る
桜
痴
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家
リ
ッ
ト
ン
卿
に
よ
る
戯
曲
の
翻
訳
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
当
時
ま
だ
卑
賤
の
技
と

さ
れ
て
い
た
劇
作
に
直
接
か
か
わ
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
？
た
だ
し
、
作
品
の
そ
こ
こ

こ
に
は
黙
阿
弥
に
よ
っ
て
、
桜
痴
の
関
与
を
示
唆
す
る
ヒ
ン
ト
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
二
幕
目
「
米
国
日
本
領
事
館
の

場
」
で
は
、
洋
学
修
行
の
た
め
領
事
を
頼
っ
て
渡
米
し
て
き
た
若
葉
が
、
”
洋
行
中
は
何
を
見
る
よ
り
日
本
の
各
新
聞
を
読
升
が
格

別
の
楽
し
み
“
と
語
り
、
舞
台
が
回
っ
て
「
領
事
館
応
接
所
の
場
」
に
な
る
と
領
事
の
従
者
が
新
聞
を
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
や
は

(15) 

り
束
京
日
日
新
聞
の
当
て
込
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
四
幕
、
劇
中
劇
の
場
の
冒
頭
に
は
三
人
の
日
本
人
留
学
生
が
登
場
し
、

(16) 

劇
中
劇
の
筋
や
、
西
洋
風
観
劇
の
マ
ナ
ー
を
紹
介
す
る
の
だ
が
、
そ
の
一
人
の
名
は
末
松
登
と
い
う
。
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
当
時

伊
藤
博
文
の
世
話
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学
中
で
、
帰
国
後
伊
藤
の
娘
婿
に
な
る
末
松
謙
澄
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
否
め

な
い
と
思
う
が
、
末
松
は
桜
痴
の
も
と
に
お
け
る
「
東
京
日
日
新
聞
」
記
者
と
し
て
の
活
躍
を
通
じ
て
伊
藤
に
見
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
品
に
材
料
を
提
供
し
た
”
洋
行
帰
り
の
学
者
II

が
福
地
桜
痴
で
あ
っ
た
こ
と
に
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
と
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タ
ク
ル
を
呼
び
物
に
す
る
劇
の
上
演
が
ま
だ
健
在
で
あ
っ
た
。
数
々
の
彫
刻
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
劇
場
に
集
う
観
客
の
多
く
は
ブ
ル

ジ
ョ
ア
階
級
に
属
し
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
貴
族
や
王
族
が
来
臨
す
る
機
会
も
多
く
、
客
席
は
”
ボ
ッ
ク
ス
に
座
を
占
め
る

(21) 

ご
夫
人
た
ち
の
ド
レ
ス
や
宝
石
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
“
上
演
の
最
中
で
も
煙
々
と
明
か
り
が
つ
い
て
い
た
。
海
外
か
ら
の
賓
客
で

あ
る
使
節
団
の
一
行
が
招
待
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
、
近
代
劇
誕
生
以
前
の
劇
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

貴
族
階
級
の
存
在
し
な
い
ア
メ
リ
カ
で
も
劇
場
は
華
や
か
な
社
交
場
だ
っ
た
。
最
初
に
上
陸
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
条
約
改

正
交
渉
の
た
め
三
ヶ
月
間
滞
在
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
特
に
頻
繁
に
劇
場
に
招
か
れ
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
ア
メ
リ

(22)

（

23) 

カ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
最
初
の
作
品
と
も
言
え
る
「
黒
衣
の
盗
賊
」
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
果
て
は
日
本
の
軽
業
の
公
演
ま
で
鑑
賞

(24) 

し
て
い
る
。
岩
倉
使
節
団
訪
問
当
時
の
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
は
ユ
タ
州
最
大
の
都
市
で
あ
る
と
は
い
え
人
ロ
一
万
五
千
ほ
ど

の
田
舎
町
で
あ
っ
た
が
、
写
真
を
見
る
と
劇
場
は
街
の
中
心
部
、
表
通
り
に
面
し
、
二
本
の
ド
ー
リ
ア
風
の
柱
に
さ
さ
え
ら
れ
た

(25) 

堂
々
た
る
建
物
で
あ
る
。
こ
の
辺
境
の
町
が
、
町
の
サ
イ
ズ
に
比
べ
て
不
釣
合
い
に
見
え
る
ほ
ど
立
派
な
劇
場
を
そ
な
え
て
い
た
の

は
、
モ
ル
モ
ン
教
の
指
導
者
で
当
時
ま
だ
健
在
で
あ
っ
た
プ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
が
並
外
れ
た
芝
居
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
劇

(26)

（

27) 

場
は
一
八
六
二
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
ド
ル
リ
ー
・
レ
ー
ン
劇
場
を
手
本
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヤ
ン
グ
は
自
ら
劇
団
を
組
織

(28) 

し
、
自
分
の
娘
達
を
女
優
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
る
。
地
元
の
劇
団
に
加
え
て
、
大
陸
横
断
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
こ
の
町
に
も
東

(29) 

部
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
都
会
で
活
躍
す
る
ス
タ
ー
が
お
と
ず
れ
、
劇
場
の
舞
台
を
踏
む
よ
う
に
な
っ
た
。
「
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・

(30) 

の
主
役
を
演
じ
た
イ
ー
・
テ
ィ
ー
・
ス
テ
ッ
ソ
ン
は
、

ネ
ッ
ク
』

一
流
と
は
言
え
な
い
も
の
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
本
拠
地
と
す
る
ス

タ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
岩
倉
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
が
招
待
さ
れ
た
の
は
、
地
域
の
社
交
生
活
の
中
心
と
し
て
、
遠
来
の
客
を
も
て
な

す
場
と
し
て
の
劇
場
に
お
け
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
劇
の
上
演
だ
っ
た
の
だ
。

(31) 

『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
」
の
戯
曲
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
の
演
劇
新
聞
ク
リ
ッ
パ
ー
に
載
っ
た
粗
筋
か
ら
は
、

善
玉
と
悪
玉
の
対
決
を
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
た
っ
ぷ
り
に
舞
台
化
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
主
人
公
、
ス
テ
ッ
ソ
ン
演
じ
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る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ル
マ
ー
ス
は
銀
行
の
出
納
係
で
銀
行
の
オ
ー
ナ
ー
の
娘
キ
ャ
リ
ー
と
婚
約
し
て
い
る
。

は
前
任
者
を
殺
害
し
た
容
疑
を
か
け
ら
れ
あ
や
う
＜
縛
り
首
に
な
り
そ
う
に
な
る
が
、
酔
っ
払
い
の
友
人
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
救

わ
れ
る
。
こ
の
シ
ー
ン
が
こ
の
作
品
の
第
一
の
見
せ
場
で
、
ま
た
『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
」
と
い
う
題
名
の
よ
り
ど
こ
ろ
で

(32) 

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
新
聞
広
告
に
は
、
”
今
ま
で
舞
台
で
演
じ
ら
れ
た
う
ち
で
最
も
驚
く
べ
き
シ
ー
ン
、
絞
首
台
上
で
の
処
刑
！
“

と
あ
る
か
ら
実
際
に
絞
首
台
が
舞
台
に
持
ち
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
第
二
幕
で
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
電
報
で
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に
よ

っ
て
キ
ャ
リ
ー
に
横
恋
慕
す
る
デ
ン
マ
ン
が
真
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
デ
ン
マ
ン
は
証
人
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
消
そ
う
と
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
の
乗
っ
た
汽
車
の
線
路
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
て
汽
車
が
石
切
り
場
に
突
っ
込
む
よ
う
に
し
む
け
る
が
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
が

石
切
り
場
の
上
か
ら
飛
ぴ
降
り
て
ス
イ
ッ
チ
を
元
に
戻
し
て
汽
車
を
救
う
。
こ
の
シ
ー
ン
が
も
う
―
つ
の
見
せ
場
で
あ
る
。
三
幕
で

悪
漢
デ
ン
マ
ン
は
絞
首
刑
に
な
り
、
恋
人
達
は
結
ば
れ
る
。

(33) 

粗
筋
か
ら
う
か
が
え
る
内
容
に
よ
れ
ば
、
「
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
』
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
呼
ば
れ
る
ジ

劇
場
で
あ
り
、

一
幕
で
ウ
ォ
ル
タ
ー

ャ
ン
ル
に
属
す
る
作
品
で
あ
る
よ
う
だ
。
メ
ロ
ド
ラ
マ
は
一
八
世
紀
末
に
、
プ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
が
社
会
の
実
権
を
握
り
、
劇
場
の
主

な
観
客
と
な
る
と
共
に
誕
生
し
た
。
善
と
悪
と
の
対
立
が
劇
の
構
造
の
中
心
と
な
り
、
波
乱
万
丈
の
筋
と
派
手
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で

(“) 

観
客
の
感
情
に
訴
え
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
善
の
勝
利
で
終
わ
る
。
こ
の
形
式
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
人
気
を
呼
ん
だ
が
、
一
九
世
紀
の
ア

メ
リ
カ
で
特
に
喜
ば
れ
た
の
は
『
境
界
を
越
え
る
ア
メ
リ
カ
演
劇
」
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
”
ア
メ
リ
カ
の
時
代
精
神

(35) 

と
共
振
し
た
形
式
“
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
数
多
く
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
ウ
ェ
ル
メ
イ
ド
・
コ
メ
デ
ィ
ー

(36) 

を
ベ
ー
ス
に
成
立
し
た
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
一
八
五
五
年
以
後
で
あ
る
。
代
表
的
劇
作
家
は
ダ

(37)

（

38) 

イ
ア
ン
・
プ
シ
コ
ー
ル
ト
や
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
デ
イ
リ
等
で
あ
る
が
、
『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
」
の
作
者
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

(39) 

フ
ォ
ス
タ
ー
。
こ
の
作
品
が
上
演
さ
れ
た
バ
ワ
リ
ー
・
シ
ア
タ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
劇
場
の
中
で
も
労
働
者
階
級
を
観
客
と
し
た

フ
ォ
ス
タ
ー
と
ス
テ
ッ
ソ
ン
は
ど
ち
ら
も
こ
の
劇
場
で
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
や
数
々
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
を
次
々
に
演
じ
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て
い
た
俳
優
で
あ
っ
た
。
『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
」
の
初
演
は
一
八
七
十
年
―
一
月
。
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
芝
居
年
代
記
』
に
よ

(40) 

れ
ば
、
”
こ
の
作
品
は
大
当
た
り
し
て
四
週
間
打
ち
続
け
、
そ
の
お
か
げ
で
ス
テ
ッ
ソ
ン
は
ス
タ
ー
に
な
っ
た
“
。
こ
の
後
数
年
、
ス

テ
ッ
ソ
ン
は
『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
』
を
ひ
っ
さ
げ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
二
流
劇
場
、
新
興
都
市
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
、
そ
し
て
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
辺
境
の
町
の
劇
場
を
回
る
こ
と
に
な
る
。

「
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
』
に
関
し
て
は
、
戯
曲
や
舞
台
を
描
い
た
絵
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
呼
び
物
の
”
特
急
列

車
が
あ
わ
や
木
っ
端
微
塵
に
な
る
と
こ
ろ
を
奇
跡
的
に
救
わ
れ
る
“
シ
ー
ン
が
ど
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
し
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
大
陸
横
断
鉄
道
が
開
通
す
る
一
八
六
九
年
前
後
、
汽
車
に
対
す
る
一
般
の
興
味
は
高
ま
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
、
劇
中
で
、
迫
り
来
る
汽
車
を
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
、
ま
た
サ
ス
ペ
ン
ス
を
高
め
る
道
具
と
し
て
使
う
の
は
こ
の
時
代
に

一
八
六
七
年
初
演
の
『
ガ
ス
灯
の

多
く
観
ら
れ
る
趣
向
だ
っ
た
。
そ
の
最
も
有
名
な
例
は
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
デ
イ
リ
の
作
品
で
、

(41) 

下
で
」
で
あ
ろ
う
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
シ
ー
ン
で
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
ロ
ー
ラ
は
線
路
わ
き
の
物
置
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
彼
女
の
協
力

者
ス
ノ
ー
キ
ー
は
悪
漢
に
よ
っ
て
線
路
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
る
。

（
遠
く
で
汽
笛
が
ひ
び
く
）
あ
あ
、
ど
う
し
よ
う
！
汽
車
だ
わ
！
（
一
瞬
凍
り
つ
く
）
斧
！

ス
ノ
ー
キ
ー
ニ
ド
ア
を
こ
わ
せ
！
（
再
び
汽
笛
の
音
が
さ
っ
き
よ
り
近
く
で
聞
こ
え
る
。
汽
車
の
線
路
が
が
た
が
た
い
う
音
。

再
び
汽
笛
。
）
そ
れ
で
こ
そ
女
だ
！
勇
気
を
出
せ
！
（
機
関
車
の
轟
音
と
汽
笛
。
斧
の
最
後
の
一
撃
。
ド
ア
が

ば
た
ん
と
開
き
、
ロ
ー
ラ
が
斧
を
手
に
飛
び
出
す
。
）

ス
ノ
ー
キ
ー
ご
）
っ
ち
へ
、
早
＜
！
（
ロ
ー
ラ
走
り
よ
っ
て
縄
を
ほ
ど
く
。
機
関
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
暗
闇
を
切
り
裂

く
。
）
（
中
略
）
（
ロ
ー
ラ
が
ス
ノ
ー
キ
ー
の
頭
を
線
路
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
し
た
瞬
間
、
機
関
車
に
引
か
れ
た

(42) 

何
台
も
の
客
車
が
、
轟
音
と
汽
笛
と
と
も
に
走
り
抜
け
る
）

ロ
ー
ラ
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『
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
」
の
石
切
り
場
の
シ
ー
ン
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
効
果
音
と
視
覚
的
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
観
客
の
手

に
汗
を
に
ぎ
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
『
漂
流
奇
課
西
洋
劇
』
の
列
車
転
覆
の
シ
ー
ン
は
ど
の
よ
う
に
舞
台
化
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
育

ち
、
森
有
礼
の
創
設
に
よ
る
商
法
講
習
所
の
教
授
と
な
っ
た
父
に
伴
わ
れ
て
来
日
し
た
一
九
オ
の
ク
ラ
ラ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
、
友

人
と
と
も
に
『
漂
流
奇
讀
西
洋
劇
」
を
観
劇
し
た
。
彼
女
の
日
記
に
よ
れ
ば
こ
の
場
面
は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
”
彼
ら

（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）
が
線
路
を
破
壊
し
て
い
る
間
に
、
蒸
気
機
関
車
の
煙
突
が
突
然
舞
台
に
現
れ
、
機
関
車
は
客
車
か
ら
切
り
離
さ

(43) 

れ
た
。
客
車
の
乗
客
は
総
立
ち
に
な
り
、
屋
根
を
持
ち
上
げ
て
あ
わ
て
て
逃
げ
出
し
た
。
“
同
じ
場
面
が
「
歌
舞
伎
新
報
」
で
は
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
”
此
内
汽
車
の
音
し
て
蒸
気
車
此
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
線
路
を
こ
わ
し
て
い
る
場
所
）
手
前
迄
来
る
時

機
関
車
の
者
鉄
道
破
損
に
早
く
も
心
付
乗
客
の
汽
車
の
繋
ぎ
目
の
螺
旋
を
ぬ
き
た
る
心
に
て
是
に
て
機
関
車
計
り
走
り
来
っ
て
道
を

そ
れ
て
一
時
に
上
の
方
へ
走
り
ゆ
く
続
て
跡
よ
り
乗
客
の
汽
車
機
関
車
に
放
れ
て
は
づ
み
に
乗
っ
て
走
り
来
り
鉄
道
な
き
所
へ
来
て

(44) 

バ
タ
バ
タ
と
汽
車
は
転
覆
。
“
こ
の
場
面
の
す
ぐ
後
、
三
保
蔵
と
若
葉
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
襲
わ
れ
る
場
面
の
絵
は
、
安
達
吟
光
に

(45)

（

46) 

よ
る
錦
絵
と
、
河
鍋
共
暁
斎
に
よ
る
行
灯
絵
が
残
さ
れ
て
い
る
。
吟
光
の
絵
で
は
登
場
人
物
の
背
後
に
線
路
と
客
車
と
見
ら
れ
る
車

両
の
残
骸
が
描
か
れ
、
暁
斎
の
絵
で
は
線
路
の
上
に
横
転
し
た
機
関
車
と
客
車
、
破
壊
さ
れ
た
車
両
の
部
品
が
散
乱
し
て
い
る
。
吟

光
の
錦
絵
は
発
行
年
月
日
か
ら
見
て
実
際
の
舞
台
を
目
に
し
た
上
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
暁
斎
の
行
灯
絵
は
絵
看
板
の

か
わ
り
に
茶
屋
正
面
に
飾
ら
れ
た
も
の
な
の
で
上
演
以
前
に
描
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
黙
阿
弥
が
暁
斎
の
た
め
に
準
備
し
た

(47) 

同
じ
絵
柄
の
ス
ケ
ッ
チ
に
は
、
汽
車
の
絵
は
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
”
蒸
気
車
の
こ
は
れ
“
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
お
そ
ら
く
、
実
際
の
舞
台
で
も
汽
車
が
舞
台
の
外
か
ら
走
っ
て
来
て
線
路
の
上
で
転
覆
す
る
場
面
を
見
せ
た
も
の
と
思
わ
れ

(48) 

る
。
「
東
京
曙
新
聞
」
の
劇
評
に
は
、
”
鉄
道
線
路
を
破
却
し
て
汽
車
を
倒
す
道
具
は
甚
だ
精
巧
な
り
遠
見
の
書
割
は
総
て
油
絵
を
模

し
汽
車
の
音
な
ど
は
真
物
の
如
し
“
と
あ
る
の
で
、
真
に
迫
っ
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
受
け
取
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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鉄
道
以
外
に
も
、
「
漂
流
奇
讀
西
洋
劇
』
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
登
場
や
電
報
を
重
要
な
小
道
具
と
し
て
使
う
点
な
ど
、

(49) 

紀
ア
メ
リ
カ
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
の
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る
。
「
桜
痴
居
士
と
市
川
団
十
郎
」
に
よ
れ
ば
、
桜
痴
は
”
岩
倉
公
に
随

ひ
欧
州
諸
国
を
巡
り
、
各
所
で
演
劇
を
観
た
が
、
此
時
に
至
り
居
士
初
め
て
好
劇
家
に
な
り
、
日
本
の
劇
を
改
良
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

云
ふ
念
を
起
し
た
沢
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
桜
痴
が
見
聞
し
、
歌
舞
伎
を
”
改
良
“
し
よ
う
と
思
い
立
つ
に
至
る
ひ
と
つ
の

き
っ
か
け
が
、
大
雪
の
た
め
に
偶
然
滞
在
し
た
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
で
観
劇
し
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
「
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ

ッ
ク
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
明
治
初
期
の
歌
舞
伎
と
西
洋
演
劇

i

失
敗
し
た
出
会
い
ー
」
の
中
で
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
チ
ュ
デ
ィ
ン
は
明
治
の
歌

舞
伎
改
良
の
試
み
を
分
析
し
て
い
る
。
著
者
は
明
治
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
演
劇
改
良
会
成
立
に
関
わ
っ
た
政
治
家
末
松
謙
澄
、
末

松
に
批
判
的
だ
っ
た
坪
内
逍
遥
や
森
鴎
外
ら
学
者
の
意
見
を
検
討
し
た
上
で
、
彼
ら
が
モ
デ
ル
と
し
た
”
西
洋
演
劇
“
は
現
実
の
一

九
世
紀
西
洋
演
劇
と
い
う
よ
り
は
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
、
ゲ
ー
テ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
演
劇
等
で
あ
り
、
劇
場
の
改
良
に
際
し
て
一
九
世
紀

の
西
洋
の
劇
場
を
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
し
た
以
外
に
は
同
時
代
西
洋
演
劇
に
関
心
を
払
わ
ず
、
結
果
と
し
て
”
歌
舞
伎
は
、
当
時
建

設
的
な
交
渉
が
あ
り
え
た
演
劇
形
式
、
特
に
共
通
点
が
多
く
あ
っ
た
一
九
世
紀
の
大
衆
演
劇
と
の
接
触
は
つ
い
に
逸
し
て
し
ま
っ

(50) 

た
。
“
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
の
歌
舞
伎
改
良
は
明
治
―
一
年
、
守
田
勘
弥
が
、
火
事
の
あ
と
新
築
な
っ
た

新
富
座
で
破
天
荒
な
西
洋
風
の
開
場
式
の
幕
を
開
け
た
時
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
岩
倉
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ネ
ッ
ク
」
観
劇
の
事
実
と
、
勘
弥
に
よ
る
歌
舞
伎
改
良
の
試
み
の
一
環
と
し
て
、
福
地
桜
痴
の
助
言
を
得
て

黙
阿
弥
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
漂
流
奇
謂
西
洋
劇
』
の
上
演
は
、
一
九
世
紀
の
歌
舞
伎
と
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
出
会
い
が
た
と
え
つ
か
の

ま
で
あ
っ
て
も
た
し
か
に
存
在
し
た
事
を
雄
弁
に
語
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

一
九
世
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